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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）
 

論　
　
　

説日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
（
一
九
六
〇
〜
一
九
六
五
）
に
お
け
る 

管
轄
権
問
題
（
二
・
完
）

─
─
池
田
・
佐
藤
政
権
の
対
応
と
「
相
互
黙
認
」
案
の
成
立
─
─

野
　
　
閒
　
　
俊
　
　
希

は
じ
め
に

第
一
章　
「
相
互
黙
認
」
に
関
す
る
合
意
の
形
成

　

第
一
節　

対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立

　

第
二
節　
「
大
平
構
想
」
に
よ
る
「
相
互
黙
認
」
の
模
索

　

第
三
節　

米
国
の
姿
勢
と
合
意
成
立
（
以
上
、
七
二
巻
六
号
）

第
二
章　
「
相
互
黙
認
」
案
の
基
本
条
約
へ
の
適
用

　

第
一
節　

基
本
関
係
を
め
ぐ
る
討
議

　

第
二
節　
「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
秘
密
折
衝

お
わ
り
に
（
以
上
、
本
号
）
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論　　　説

第
二
章
　「
相
互
黙
認
」
案
の
基
本
条
約
へ
の
適
用

第
一
節
　
基
本
関
係
を
め
ぐ
る
討
議

　
「
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
請
求
権
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
後
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的

範
囲
に
関
す
る
立
場
の
「
相
互
黙
認
」
を
前
提
と
し
て
、
基
本
関
係
を
め
ぐ
る
討
議
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
の

予
備
交
渉
第
二
〇
回
会
合
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
日
韓
間
の
諸
懸
案
に
関
す
る
自
ら
の
主
張
を
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
日
本
側
に
提
出

し
た
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
基
本
関
係
問
題
を
条
約
の
形
式
に
よ
り
処
理
す
る
意
思
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
基
本
条
約
に
お
い
て
、
韓
国
の
領
土
を
、「
現
在
の
行
政
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
お
よ
び
今
後
行
政
的
支
配

下
に
お
く
地
域
」
と
表
現
す
る
方
法
が
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
韓
国
政
府
が
「
今
後
行
政
的
支
配
下
に
お
く
地
域
」
は
、
同
政

府
を
朝
鮮
の
正
統
政
府
で
あ
る
と
認
め
る
立
場
に
基
づ
け
ば
、
半
島
北
半
部
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
側

は
、
地
域
的
範
囲
を
明
示
し
な
い
と
い
う
前
提
の
下
で
、
自
ら
に
有
利
な
文
言
を
管
轄
権
に
関
す
る
条
項
と
し
て
基
本
条
約
に
盛
り
込

も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
韓
国
側
試
案
に
関
す
る
議
論
が
日
韓
間
で
本
格
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
金
鐘
泌
派
と
反
金
鐘
泌
派
に
よ
る
朴
軍
事
政

権
内
部
の
勢
力
争
い
と
、
民
政
移
管
を
め
ぐ
る
韓
国
政
情
の
混
乱
に
よ
り
、
日
韓
交
渉
が
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

諸
懸
案
に
関
す
る
討
議
を
再
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
日
韓
間
で
合
意
が
成
立
し
た
の
は
、
一
九
六
四
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三

年
九
月
の
大
統
領
選
で
朴
正
煕
が
辛
勝
し
た
こ
と
と
、
同
年
一
〇
月
の
国
会
議
員
選
挙
で
朴
大
統
領
の
与
党
・
民
主
共
和
党
が
大
勝
し

た
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
政
情
が
一
旦
安
定
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

　

交
渉
再
開
の
決
定
を
受
け
て
、
外
務
省
は
、
基
本
関
係
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
外
務
省
内
で
、
条
約
局
と
ア
ジ

（
118
）

（
119
）
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ア
局
を
中
心
と
し
て
同
問
題
に
つ
い
て
の
打
合
せ
会
議
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
打
合
せ
会
議
を
重
ね
る
中
で
、「
日
本
側

と
し
て
は
よ
り
軽
い
共
同
宣
言
の
形
式
」
を
主
張
す
る
と
い
う
「
大
平
構
想
」
以
来
の
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
が
省
内
の
一
致
し
た
意

見
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
共
同
宣
言
の
案
文
を
条
約
局
が
作
成
し
た
。
条
約
局
の
案
で
は
、
第
三
項
に
お
い
て
、「
大

韓
民
国
政
府
の
有
効
な
支
配
及
び
管
轄
権
が
朝
鮮
半
島
の
北
の
部
分
に
は
及
ん
で
い
な
い
」
と
明
記
さ
れ
た
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
条
約
局
の
共
同
宣
言
案
第
三
項
が
、「
相
互
黙
認
」
案
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
条
約
局
案
は
、
二
〇

日
の
省
内
打
合
せ
会
議
に
お
い
て
議
題
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
で
、
藤
崎
萬
里
条
約
局
長
は
、
第
三
項
に
つ
い
て
、「『
北
の
部
分
に
は

及
ん
で
い
な
い
』
と
い
う
の
は
三
角
地
帯
の
問
題
を
念
頭
に
お
き
、
又
『
南
の
部
分
に
限
る
』
と
す
る
よ
り
広
い
意
味
を
有
す
る
と
解

し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
藤
崎
は
、「
第
三
項
の
書
き
方
は
大
韓
民
国
が
限
定
政
府
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
で
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
で
も
あ
る
」
と
述
べ
た
。
藤
崎
は
、
条
約
局
案
第
三
項
の
意
図
が
、
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
韓
国
側
の

原
則
的
立
場
を
害
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
再
開
さ
れ
た
第
六
次
交
渉
の
基
本
関
係
委
員
会
に
お
い
て
、
条
約
局
案
を
日
本
側
が
韓
国
側
に
提
示
す
る
機
会
は
訪
れ
な

か
っ
た
。「
対
日
屈
辱
外
交
反
対
汎
国
民
闘
争
委
員
会
」
等
を
中
心
と
す
る
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
へ
の
反
対
運
動
に
よ
り
韓
国
政
情

が
再
び
混
乱
し
た
た
め
、
実
務
者
間
の
討
議
が
途
絶
し
た
の
で
あ
る
。
再
開
第
六
次
交
渉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
基
本
関
係
委
員
会
は
、

四
月
二
七
日
の
第
一
回
会
合
の
み
で
あ
っ
た
。
第
一
回
会
合
で
は
、
韓
国
側
が
条
約
方
式
を
提
起
し
た
一
方
で
日
本
側
が
共
同
宣
言
を

主
張
す
る
等
、
合
意
の
形
式
に
関
す
る
議
論
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
基
本
関
係
の
内
容
に
つ
い
て
の
討
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
朴
政
権
は
、
軍
の
投
入
や
学
生
の
検
挙
等
の
弾
圧
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
韓
国
政
情
を
鎮
静
化
さ
せ
た
。
一
方
で
、
一

九
六
三
年
一
一
月
、
暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
の
後
を
継
い
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
副
大
統
領
が
第
三
六
代
大
統
領
に
就
任
す
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
誕
生
後
、
米
国
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
へ
の
爆
撃
を
実
施
す
る
等
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
介
入
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
た
。

（
120
）

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）（

125
）

（
126
）

（
127
）
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そ
れ
ゆ
え
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
介
入
拡
大
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
「
自
由
陣
営
諸
国
」
の
協
力
態
勢
づ
く
り
が
、
米
国
に
と
っ
て
切
迫
し

た
課
題
と
な
っ
た
。
国
務
省
は
、
一
九
六
四
年
八
月
に
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
が
米
国
議
会
で
成
立
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
日
韓
国
交

正
常
化
交
渉
を
支
援
す
る
こ
と
を
初
め
て
公
式
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
一
一
月
に
は
、
日
本
に
お
い
て
、
喉
頭
癌
に
よ
り
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
花
道
と
し
て
退
陣
し
た
池
田
の
後
を
襲
っ
て
、
親
韓
派
の
佐
藤
栄
作
が
内
閣
を
組
織
し
た
。
佐
藤
は
、
首
相
就
任
後
初
め

て
の
記
者
会
見
で
、「（
日
韓
交
渉
は
─
─
筆
者
注
）
最
後
の
仕
上
げ
の
と
き
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
、
早
期
の
国
交
正
常
化
を
目
指
す

方
針
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
平
の
後
継
と
し
て
池
田
内
閣
下
で
外
相
に
就
任
し
て
い
た
旧
岸
派
の
椎
名
悦
三
郎
は
、
佐
藤

内
閣
発
足
後
も
同
相
に
留
任
し
た
。
副
総
理
格
の
国
務
相
も
、
第
三
次
池
田
内
閣
に
引
き
続
き
河
野
一
郎
が
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

日
韓
交
渉
を
取
り
巻
く
政
治
環
境
が
好
転
す
る
中
、
一
九
六
四
年
一
一
月
、
第
七
次
国
交
正
常
化
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
日
韓
間

で
決
定
さ
れ
た
。
日
本
側
主
席
代
表
は
杉
、
韓
国
側
主
席
代
表
は
金
東
祚
・
駐
日
韓
国
代
表
部
大
使
が
任
命
さ
れ
た
。
杉
は
一
二
月
一

四
日
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
牛
場
信
彦
外
務
省
審
議
官
が
主
席
代
表
代
理
を
務
め
た
後
、
高
杉
晋
一
・
三
菱
電
機
前
会
長
が
日
本
側
主

席
代
表
に
就
任
し
た
。
基
本
関
係
委
員
会
の
日
本
側
代
表
は
、
条
約
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
す
る
外
務
省
職
員
で
構
成
さ
れ
た
。

　

第
七
次
交
渉
の
基
本
関
係
委
員
会
は
一
二
月
八
日
に
開
始
さ
れ
た
。
一
〇
日
の
同
委
員
会
第
二
回
会
合
で
、
日
本
側
は
、
第
六
次
交

渉
に
お
い
て
提
示
で
き
な
か
っ
た
条
約
局
の
共
同
宣
言
案
と
同
内
容
の
合
意
要
綱
案
を
提
出
し
た
。
日
本
側
案
は
日
本
語
で
記
述
さ
れ

て
い
た
。
一
方
で
、
同
会
合
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
韓
国
語
と
英
語
で
各
々
記
述
さ
れ
た
二
部
の
要
綱
案
を
提
示
し
た
。
韓
国
側
案

は
、
合
意
の
形
式
を
条
約
と
し
た
上
で
、
前
文
の
第
五
項
に
お
い
て
、「
大
韓
民
国
政
府
が
韓
国
に
お
け
る
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る

と
い
う
事
実
」
を
確
認
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
日
本
側
案
第
三
項
の
よ
う
に
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
を
直
截
に
規
定
す
る
条
項

は
、
韓
国
側
案
に
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

韓
国
側
案
も
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
日
本
側
の
原
則
的
立
場
に
配
慮
し
た
上
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
回
会
合
の
席

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）
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上
で
、
日
本
側
は
、「
韓
国
案
前
文
（
五
）
は
韓
国
の
管
轄
権
が
全
朝
鮮
に
及
ぶ
こ
と
を
い
わ
ん
と
し
て
い
る
の
か
」
と
質
し
た
。
こ

の
質
問
に
対
し
て
、
韓
国
側
は
、「
日
本
側
の
立
場
も
十
分
考
慮
し
た
つ
も
り
で
あ
り
、
日
本
側
も
国
連
決
議
に
基
づ
き
受
諾
し
う
る

よ
う
な
方
式
を
考
慮
し
た
結
果
、
前
文
（
五
）
の
よ
う
に
〝only law

ful governm
ent

〟
を
強
調
す
る
に
止
め
、
管
轄
権
に
つ
い
て

は
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
」
と
答
え
た
。
韓
国
側
は
、
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法
性
を
確
認
す
る
条
項
を
国
連
決
議
と
同
様
の
表

現
に
よ
り
設
け
た
背
景
に
は
、
同
政
府
の
管
轄
権
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
日
本
側
の
立
場
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

基
本
関
係
問
題
に
「
相
互
黙
認
」
案
を
適
用
す
る
こ
と
を
日
韓
双
方
が
目
指
す
中
、
要
綱
案
の
表
現
に
関
す
る
討
議
は
進
捗
し
た
。

韓
国
側
は
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
日
本
側
案
第
三
項
の
表
現
に
つ
い
て
、「
一
層

neutral

なterm
s

で
な
い
か
ぎ
り
絶
対
に
受
諾
し
え
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
韓
国
側
の
指
摘
を
受
け
て
、
外
務
省
で
は
、
国
連
決
議

一
九
五
（
Ⅲ
）
を
引
用
す
る
と
い
う
案
が
交
渉
方
針
と
し
て
具
体
化
し
た
。
先
述
の
通
り
、
同
決
議
は
、
日
韓
双
方
に
と
っ
て
管
轄
権

問
題
に
お
け
る
法
的
根
拠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
引
用
は
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
る
処
理
を
可
能
と
す
る

方
法
の
一
つ
だ
と
外
務
省
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
再
開
第
六
次
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
一
九
六
四
年
四
月
の
時
点
で
、
同
省
内
で
は
、

国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
に
「
領
土
条
項
」
で
言
及
す
る
と
い
う
方
案
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
日
本
側
共
同
宣
言
案
第
三
項
が
韓
国
側

に
峻
拒
さ
れ
た
後
、
こ
の
方
案
が
、「
相
互
黙
認
」
案
を
実
現
す
る
う
え
で
有
用
な
手
段
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
は
、

一
二
月
一
六
日
の
第
四
回
会
合
で
、
基
本
関
係
に
関
す
る
合
意
に
お
い
て
「
国
連
尊
重
の
見
地
か
ら
も
、
ま
た
、
諸
外
国
の
韓
国
承
認

の
際
の
先
例
に
お
け
る
表
現
に
も
照
ら
し
て
も
、
こ
れ
（
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
─
─
筆
者
注
）
を
リ
フ
ァ
ー
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
側
の
提
案
に
対
し
て
、
韓
国
側
は
、「
管
轄
権
問
題
を
国
連
決
議
の
表
現
を
一
部
リ
フ
ァ
ー
す
る
形
で
間
接
に
処
理
す
る
こ
と
を

研
究
す
る
の
が
精
一
杯
」
で
あ
る
と
答
え
た
。
韓
国
側
は
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
範
囲
を
直
截
規
定
す
る
項
目
に
対
象
を
限
定
し
た
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も
の
の
、
国
連
決
議
の
引
用
に
つ
い
て
考
慮
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

国
連
決
議
の
引
用
が
、
基
本
条
約
に
「
相
互
黙
認
」
案
を
適
用
す
る
方
法
と
し
て
浮
上
す
る
中
、
韓
国
側
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
に

関
す
る
了
解
を
日
本
か
ら
取
り
つ
け
よ
う
と
し
た
。
先
述
の
通
り
、
韓
国
側
は
、「
相
互
黙
認
」
案
で
は
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
余
地

が
残
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
上
で
、「
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
請
求
権
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立

し
た
後
も
、
日
朝
交
渉
の
実
現
を
阻
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
韓
国
側
は
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
基
本

関
係
問
題
が
処
理
さ
れ
る
見
通
し
が
明
瞭
に
な
る
状
況
下
で
、
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
方
策
の
検
討
を
本

格
化
さ
せ
た
。
丁
一
権
国
務
総
理
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
側
首
脳
部
の
中
で
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
を
日
本
が
行
わ
な
い
と
基
本
条

約
に
明
記
す
る
と
い
う
案
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
基
本
関
係
委
員
会
等
の
公
式
の
ル
ー
ト
で
は
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
非
公
式
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
日
本
側
に
伝
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
非
公
式
ル
ー
ト
に
お
け
る
日
本

側
の
窓
口
と
し
て
韓
国
側
が
目
を
付
け
た
人
物
が
、
河
野
一
郎
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
秘
密
折
衝

　

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
非
公
式
ル
ー
ト
に
お
け
る
日
本
側
の
窓
口
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
韓
国
側
が
河
野
に
期
待
す
る
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
自
民
党
副
総
裁
・
大
野
伴
睦
の
死
で
あ
っ
た
。
大
野
・
河
野
等
、
自
民
党
党
人
派
の
領
袖
は
、
池
田
政
権
期
に
韓
国
側
の

接
近
工
作
を
受
け
て
対
韓
積
極
姿
勢
へ
と
転
じ
て
い
た
。
実
際
に
、
大
野
は
、
自
民
党
副
総
裁
と
し
て
、
日
韓
間
の
外
交
関
係
を
水
面

下
で
調
整
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
大
平
・
金
合
意
の
成
立
に
際
し
て
、
大
野
は
、
同
合
意
を
裁
定
す
る
よ
う
池
田
に
働
き
か
け
た
の

で
あ
る
。
一
九
六
二
年
一
二
月
に
ソ
ウ
ル
で
朴
正
煕
と
会
談
し
た
際
に
は
、
大
野
は
、
日
韓
関
係
が
「
親
子
の
関
係
の
よ
う
な
も
の

だ
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
も
自
民
党
に
お
け
る
韓
国
ロ
ビ
ー
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
大
野
は
、
第
六
次
国
交
正
常
化
交
渉
が
途
絶
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

し
て
い
た
一
九
六
四
年
五
月
に
亡
く
な
っ
た
。
韓
国
側
は
、
第
七
次
交
渉
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
日
韓
間
の
裏
交
渉
を
担
当
し
得
る
日

本
側
の
実
力
者
を
改
め
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
一
一
月
、
駐
日
韓
国
代
表
部
は
、
訪
韓
予
定

で
あ
っ
た
宇
野
宗
佑
衆
議
院
議
員
に
対
し
て
、
日
本
を
発
つ
前
に
、
日
韓
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
の
真
意
を
河
野
に
質
す
よ
う
依
頼
し

た
。
宇
野
は
、
代
議
士
と
な
る
以
前
に
河
野
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
若
手
議
員
で
あ
る
。
韓
国
側
は
、
河
野
に
近
い
存
在
で
あ
る
宇
野

を
介
し
て
、
大
野
に
代
わ
り
裏
交
渉
の
窓
口
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
、
副
総
理
格
の
国
務
相
と
し
て
佐
藤
内
閣
で
も
存
在
感
を
示
し
て

い
た
河
野
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

河
野
は
、
日
韓
間
の
裏
交
渉
の
窓
口
と
な
る
意
思
を
示
し
た
。
宇
野
は
河
野
を
訪
問
し
て
、
河
野
の
真
意
を
確
か
め
る
よ
う
駐
日
韓

国
代
表
部
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
駐
日
韓
国
代
表
部
か
ら
の
伝
言
を
聞
い
た
河
野
は
、
宇
野
に
対
し
て
、「（
佐
藤
─
─
筆

者
注
）
総
理
が
日
韓
交
渉
を
や
る
気
な
ら
自
分
も
協
力
す
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

河
野
の
肯
定
的
な
反
応
を
受
け
て
、
韓
国
側
は
、
日
朝
交
渉
を
日
本
が
行
わ
な
い
と
基
本
条
約
に
明
記
す
る
と
い
う
案
を
同
氏
に
伝

え
た
。
宇
野
は
、
河
野
の
意
思
を
確
認
し
た
後
、
訪
韓
し
て
丁
総
理
と
面
会
し
た
。
丁
と
の
会
談
に
お
い
て
、
宇
野
は
、
非
公
式
ル
ー

ト
の
窓
口
を
担
う
こ
と
を
河
野
が
決
意
し
た
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
韓
国
側
は
、
一
九
六
四
年
一
二
月
一
六
日
と
同
月
二
八
日
の
二
度

に
わ
た
り
、
金
鐘
泌
の
実
兄
で
あ
る
金
鍾
珞
・
韓
一
銀
行
常
務
を
密
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
し
河
野
と
会
談
さ
せ
た
。
二
回
目
の
訪
日

の
際
、
金
鍾
珞
は
、
韓
国
側
の
腹
案
で
あ
る
「
丁
総
理
の
案
」
を
河
野
に
口
頭
で
伝
え
た
。「
丁
総
理
の
案
」
は
、
基
本
関
係
、
漁
業
、

在
日
韓
国
人
の
法
的
地
位
の
三
つ
の
懸
案
に
関
す
る
韓
国
側
の
立
場
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
つ
の
懸
案
の
う
ち
、
基
本
関
係
問

題
に
関
す
る
案
の
一
つ
が
、「
日
本
は
韓
国
と
の
国
交
が
存
続
中
は
北
鮮
と
正
式
の
外
交
関
係
を
も
た
な
い
旨
を
明
記
し
た
い
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
項
以
外
に
関
し
て
は
、
基
本
関
係
問
題
に
お
け
る
「
丁
総
理
の
案
」
の
立
場
は
第
七
次
交
渉
に
お
け
る
韓

国
側
の
主
張
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
基
本
関
係
問
題
に
関
す
る
「
丁
総
理
の
案
」
の
眼
目
は
、
日
朝
交
渉
を
日
本
が
行
わ
な
い
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と
い
う
条
項
を
基
本
条
約
に
設
定
す
る
と
い
う
主
張
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

韓
国
側
の
考
え
を
把
握
し
た
河
野
は
、
佐
藤
の
了
承
を
得
た
上
で
外
務
省
に
対
応
を
依
頼
し
た
。
一
二
月
末
ま
で
に
、
河
野
は
佐
藤

と
会
談
を
行
っ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
河
野
は
、
自
身
の
裁
量
で
韓
国
側
と
の
折
衝
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
佐
藤
か
ら
了
解
を

得
た
。
そ
の
上
で
、
後
宮
ア
ジ
ア
局
長
に
電
話
を
し
て
、「
佐
藤
総
理
の
承
認
を
え
、
椎
名
大
臣
、
赤
城
大
臣
（
赤
城
宗
徳
農
林
大
臣

─
─
筆
者
注
）
と
も
相
談
し
た
か
ら
、
協
力
を
た
の
む
」
と
述
べ
た
。
一
月
六
日
、「
丁
総
理
の
案
」
の
内
容
を
後
宮
に
宇
野
が
伝
え
た
。

　

外
務
省
は
、「
丁
総
理
の
案
」
に
激
し
く
反
発
し
た
。
一
月
七
日
、
ア
ジ
ア
局
北
東
ア
ジ
ア
課
は
、「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の

立
場
（
案
）」
と
い
う
文
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
同
課
は
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
条
項
を
基
本
条
約
に
設
定
す
る
と

い
う
韓
国
側
の
主
張
が
、「
内
政
干
渉
に
類
す
る
性
質
の
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
日
朝
交
渉
を
行
う
意
思
が
日
本
政
府
に
な
い
と
韓
国
側
に
保
証
す
る
こ
と
自
体
は
、
外
務
省
の
従
来
の
立
場
と
矛

盾
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
外
務
省
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
と
い
う
方
針
を
堅
持

し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
朝
関
係
よ
り
も
日
韓
関
係
を
優
先
し
て
い
た
。
日
朝
交
渉
に
韓
国
が
反
対
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

同
交
渉
を
強
行
す
る
意
思
を
外
務
省
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
務
省
に
と
っ
て
、
日
朝
交
渉
は
、
同
交
渉
の
開

始
に
韓
国
が
同
意
し
た
場
合
に
限
り
実
施
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
韓
国
と
北
朝
鮮
が
対
立
し
て
い
る
情
勢
下
に
お
い

て
、
日
朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
韓
国
側
に
約
束
す
る
こ
と
は
、
同
交
渉
の
余
地
を
残
す
と
い
う
方
針
と
背
馳
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

南
北
関
係
が
好
転
し
て
日
朝
交
渉
を
韓
国
側
が
容
認
す
る
状
況
が
成
立
す
れ
ば
、
同
交
渉
を
日
本
が
行
わ
な
い
と
い
う
日
韓
間
の
約
束

は
事
実
上
失
効
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
外
務
省
は
、「
丁
総
理
の
案
」
へ
の
回
答
に
お
い
て
、
ま
ず
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
る
日
韓
交
渉
の
妥
結
と
い
う
同
省

の
従
前
の
方
針
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
文
書
で
は
な
い
形
で
、
日
朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
韓
国
側
に
保
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障
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
後
宮
ア
ジ
ア
局
長
は
、
河
野
の
名
代
と
し
て
再
度
訪
韓
し
、「
丁
総
理
の
案
」
に
つ
い
て
丁
と
討
議
す
る
予

定
で
あ
っ
た
宇
野
に
、「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
立
場
」
と
題
す
る
ペ
ー
パ
ー
を
手
交
し
た
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
管
轄
権

問
題
に
関
す
る
外
務
省
の
立
場
が
以
下
の
通
り
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。

　

韓
国
政
府
の
管
轄
権
に
関
連
し
て
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
を
尊
重
す
る
こ
と
は
国
連
尊
重
の
わ
が
国
の
立
場
か
ら
当
然
で
あ

る
。
な
お
、
日
本
側
と
し
て
は
、
諸
懸
案
に
つ
い
て
の
協
定
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
範
囲
が
韓
半
島
の
北
の
部
分
に
は
及
ん
で
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
れ
ば
、
基
本
関
係
協
定
の
中
で
韓
国
の
有
効
な
支
配
は
北
に
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
示
的

に
述
べ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
考
え
る
。

　
「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
立
場
」
を
手
交
し
た
上
で
、
後
宮
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
に
関
す
る
外
務
省
の
見
解
を
口
頭
で
宇

野
に
説
明
し
た
。
後
宮
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

韓
国
と
の
国
交
が
あ
る
限
り
、
日
本
が
北
鮮
と
外
交
関
係
を
も
て
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
こ
と
に
触
れ
れ
ば
日

韓
間
に
北
鮮
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
韓
国
側
に
と
っ
て
も
得
策
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
立
場
」
の
記
述
か
ら
は
、
基
本
条
約
で
国
連
決
議
を
引
用
す
る
と
い
う
方
針
を
、
韓
国
側

に
改
め
て
示
そ
う
と
し
た
外
務
省
の
意
思
が
読
み
取
れ
る
。
国
連
決
議
の
引
用
に
よ
る
妥
結
を
実
現
す
る
た
め
に
、
韓
国
政
府
の
管
轄

権
が
半
島
北
半
部
に
及
ば
な
い
と
記
し
た
日
本
側
合
意
要
綱
案
を
取
り
下
げ
る
用
意
が
あ
る
こ
と
も
外
務
省
は
示
唆
し
た
。
外
務
省
は
、
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基
本
関
係
問
題
を
「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
処
理
す
る
方
針
を
依
然
と
し
て
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
韓
国
側
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

次
に
、
後
宮
の
口
頭
説
明
か
ら
は
、
日
朝
交
渉
を
行
う
意
思
が
日
本
政
府
に
な
い
こ
と
を
外
務
省
が
韓
国
側
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を
韓
国
側
が
否
認
し
て
い
る
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
、
日
朝
交
渉
に

関
す
る
条
項
を
基
本
条
約
に
設
定
す
る
と
い
う
方
案
を
峻
拒
し
よ
う
と
し
た
意
図
も
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
は
、
文
書

以
外
の
形
で
、
日
朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
保
障
す
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、「
相
互
黙
認
」
案
を
基
本
条
約
に
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
韓
国
側
の
同
意
を
得
よ
う
と
し
た
。
外
務
省
は
、
日
朝
交
渉
の
阻
止
に
韓
国
政
府
が
固
執
す
る
中
で
、
日
朝
関
係
よ
り
も
日
韓
関
係

を
優
先
す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
同
政
府
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
〇
日
、
訪
韓
し
た
宇
野
は
、
外
務
省
の
回
答
を
自
身
の
名
義
で
丁
総
理
等
に
伝
え
た
。
日
朝
交
渉
に
関
し
て
は
、「
分
裂
国
家
の

ど
ち
ら
か
と
国
交
を
結
べ
ば
、
他
と
は
そ
れ
が
結
べ
な
い
の
が
、
世
界
の
外
交
慣
例
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
宇
野
は
、

「
条
約
文
の
中
に
、
北
朝
鮮
政
府
と
い
う
字
句
を
入
れ
た
だ
け
で
も
、
韓
国
は
、
国
際
的
に
そ
の
存
在
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

　

河
野
の
名
代
で
あ
る
宇
野
か
ら
、
日
朝
交
渉
を
行
う
意
思
が
日
本
側
に
な
い
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
韓
国
側
は
、
基
本
条
約
に
お
い
て

国
連
決
議
を
引
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
韓
国
側
は
、「
韓
国
政
府
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
北
に
及
ば
ぬ
と
明
示
的
に
云
う
必
要
は

な
く
、
国
連
決
議
の
線
で
処
理
す
る
と
の
（
日
本
側
の
─
─
筆
者
注
）
考
へ
」
に
満
足
し
た
こ
と
を
宇
野
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
日
朝
交
渉
を
日
本
側
が
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
韓
国
側
は
、
同
交
渉
が
行
わ
れ
る
余
地
が
残
る
こ
と
と
な
る
「
相
互

黙
認
」
案
の
基
本
条
約
へ
の
適
用
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
日
朝
国
交
正
常
化
に
関
す
る
条
項
を
基
本
条
約
に
設
け
る
と
い
う
「
丁
総

理
の
案
」
の
立
場
に
固
執
す
る
姿
勢
を
、
丁
総
理
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
側
が
宇
野
に
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
日
朝
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交
渉
の
阻
止
に
固
執
す
る
韓
国
と
の
間
で
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
国
交
正
常
化
を
日
本
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
際
に
不
可
避
的
に

生
じ
る
了
解
が
黙
示
的
な
が
ら
も
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。「
河
野
ラ
イ
ン
」
と
い
う
非
公
式
ル
ー
ト
を
通
じ
て
誕
生
し
た
了
解
は
、
日

朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
日
本
が
韓
国
に
保
証
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

　

こ
の
了
解
の
存
在
は
、
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
外
務
省
文
書
の
開
示
は
、

日
本
側
文
書
の
公
開
開
始
か
ら
約
一
〇
年
を
経
た
二
〇
一
五
年
に
実
現
し
た
。
そ
の
た
め
、「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
関
す
る
文
書
は
、
日

韓
国
交
正
常
化
交
渉
史
研
究
に
お
い
て
、
本
格
的
な
検
討
の
対
象
と
な
る
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
日
本
政
府
の
政
策

決
定
過
程
を
分
析
し
た
先
述
の
金
恩
貞
の
著
書
に
お
い
て
も
、「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
書
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、「
河
野
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
成
立
し
た
了
解
に
つ
い
て
も
、
金
の
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
朝
交
渉
に
関
す
る
了
解
が
実
現
し
た
後
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
日
韓
間
の
折
衝
は
公
式
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
急
速
に
進
展
し
た
。

実
際
に
、
一
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
基
本
関
係
委
員
会
第
六
回
会
合
に
お
い
て
、
日
本
側
は
、「
共
同
宣
言
と
す
る
か
基
本
条
約
と
す

る
か
は
内
容
如
何
に
よ
る
が
、
前
者
に
固
執
し
な
い
」
と
述
べ
た
。
同
月
二
六
日
の
第
七
回
会
合
で
は
、
基
本
関
係
に
関
す
る
合
意
草

案
を
日
韓
双
方
が
提
出
し
た
。
韓
国
側
案
は
、〝It is confirm

ed that

〟
と
い
う
文
言
が
唯
一
合
法
性
条
項
の
冒
頭
に
加
え
ら
れ
て

い
た
も
の
の
、
第
二
回
会
合
で
提
出
さ
れ
た
要
綱
案
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
日
本
側
案
に
は
、
第
二
回
会
合
の

要
綱
案
か
ら
大
き
く
修
正
さ
れ
た
点
が
あ
っ
た
。
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部
に
及
ば
な
い
と
定
め
た
条
項
が
削
除
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
妥
協
的
な
日
本
側
の
姿
勢
を
確
認
し
た
韓
国
側
は
、
第
八
回
会
合
に
お
い
て
、「『
唯
一
の
合
法
政
府
』
を
国
連
決
議
一
九
五

（
Ⅲ
）
で
修
飾
す
る
こ
と
に
は
譲
歩
で
き
る
」
と
明
言
し
た
。
基
本
関
係
委
員
会
以
外
の
ル
ー
ト
で
は
、
金
東
祚
駐
日
大
使
が
、「
国

連
が
韓
国
に
つ
い
て
云
っ
て
る
通
り
の
表
現
に
し
て
く
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
」
旨
を
外
務
省
に
伝
え
た
。
韓
国
側
の
反
応
を
踏
ま
え
て
、

日
本
側
は
、
二
月
一
〇
日
の
第
一
一
回
会
合
に
お
い
て
英
文
の
修
正
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
案
の
第
五
項
で
は
、
国
連
決
議
一
九
五
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（
Ⅲ
）
を
引
用
し
た
上
で
、
韓
国
政
府
が
〝a law

ful Governm
ent in K

orea

〟
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
基
本
関
係

委
員
会
と
主
席
代
表
間
の
会
談
を
通
じ
て
、
日
韓
間
で
は
、
唯
一
合
法
性
条
項
に
お
け
る
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
引
用
方
法
に
つ

い
て
討
議
が
続
け
ら
れ
た
。

　

公
式
の
ル
ー
ト
に
お
け
る
日
韓
間
の
折
衝
が
進
展
す
る
中
で
も
、
米
国
は
、
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
す
る
不
介
入
の
姿
勢
を
堅

持
し
続
け
た
。
一
九
六
四
年
一
二
月
二
一
日
、
金
駐
日
大
使
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
国
大
使
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、

金
は
、
一
九
六
五
年
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
の
席
上
で
、
以
下
の
二
つ
の
事
項
に
関
す
る
米
国
政
府
の
批

判
的
な
立
場
を
日
本
政
府
に
示
す
よ
う
依
頼
し
た
。

　

第
一
の
事
項
は
、
日
韓
交
渉
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
管
轄
権
問
題
で
あ
る
。
金
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
対
し
て
、
日
本
側
が
、
韓
国

政
府
の
管
轄
権
を
南
朝
鮮
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
国
連
決
議
の
引
用
に
関
す

る
合
意
が
成
立
し
た
後
も
、
金
は
、
日
本
に
対
す
る
米
国
の
影
響
力
を
利
用
し
て
、
で
き
る
限
り
自
国
に
有
利
な
立
場
を
確
保
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
事
項
は
、
日
朝
間
に
お
け
る
人
的
・
経
済
的
関
係
の
拡
大
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
頃
を
境
と
し
て
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

金
額
で
北
朝
鮮
が
韓
国
を
上
回
る
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
非
政
治
的
分
野
に
お
け
る
北
朝
鮮
と
の
交
流
を
日
本
は
漸
次
進
展
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
在
日
朝
鮮
人
を
乗
せ
た
帰
国
船
が
日
本
を
発
っ
た
翌
日
で
あ
る
一
九
五
九
年
一
二
月
一
五
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
禁
止
さ

れ
て
い
た
北
朝
鮮
へ
の
直
接
輸
出
を
日
本
政
府
は
認
め
た
。
日
本
政
府
は
、
朝
鮮
へ
の
輸
出
の
う
ち
政
府
の
事
前
承
認
を
要
し
な
い
物

資
に
つ
い
て
朝
鮮
以
外
の
地
と
決
済
す
れ
ば
、
直
接
朝
鮮
に
輸
送
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六

一
年
四
月
に
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
直
接
の
輸
入
も
日
本
政
府
は
事
実
上
認
め
た
。
一
九
六
二
年
一
一
月
に
は
、
北
朝
鮮
と
の
決
済
は
全

て
標
準
決
済
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
と
の
強
制
バ
ー
タ
ー
制
も
撤
廃
さ
れ
た
。
日
本
政
府
に
よ
る
法
規
制
が
緩
和
さ
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れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一
九
六
三
年
と
一
九
六
四
年
の
二
回
に
渡
り
日
本
実
業
界
代
表
団
が
訪
朝
し
て
、
北
朝
鮮
と
の
商
社
間
の
取
引
を

開
始
し
た
。
商
社
間
取
引
の
開
始
に
よ
り
、
一
九
六
四
年
と
一
九
六
五
年
の
各
年
は
、
輸
出
額
・
輸
入
額
と
も
に
一
九
六
三
年
の
二
倍

を
上
回
っ
た
。
日
朝
貿
易
が
拡
大
す
る
中
、
一
九
六
四
年
六
月
三
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
大
平
外
相
は
、
北
朝
鮮
と
の

間
で
、
経
済
交
流
だ
け
で
な
く
人
的
交
流
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
貿
易
関
係
者
の
入
国
は
池
田
の
裁
可
を
得

ら
れ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
〇
月
に
は
北
朝
鮮
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
が
帰
国
船
に
乗
っ
て
新
潟
に
入
港
し
、
内
陸
を
横
断

し
て
東
京
に
入
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
六
五
年
一
月
に
実
現
し
た
佐
藤
と
の
会
談
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
日
韓
交
渉
に
お
け
る
管
轄
権
問
題
や
日
朝

関
係
に
関
す
る
言
及
を
避
け
た
。
一
二
日
の
会
談
で
は
、
佐
藤
が
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
妥
結
が
近
く
実
現
す
る
と
い
う
見
通
し

を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
佐
藤
は
、
韓
国
の
国
内
政
治
情
勢
が
、
日
韓
交
渉
の
早
期
妥
結
に
と
っ
て
唯
一
の
障
害
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
な
佐
藤
の
発
言
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
同
感
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
だ
け
で
、
具
体
的
な
立
場
の
表
明
を
回
避
し
た
の

で
あ
る
。

　

一
方
で
、
韓
国
は
、
北
朝
鮮
政
府
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
日
韓
首
脳
間
の
討
議
の
席
上
で
事
実
上
認
め
た
。
一
九
六
五
年
二
月
六

日
、
訪
日
し
た
丁
総
理
と
佐
藤
が
会
談
を
行
っ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
丁
は
、「
韓
国
の
い
ま
の
状
態
で
は
、
い
わ
ゆ
る
北
朝
鮮

と
の
平
和
統
一
の
可
能
性
は
な
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
国
内
の
経
済
建
設
な
ど
国
造
り
政
策
を

精
力
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と
も
重
大
だ
と
考
え
る
」
と
指
摘
し
た
。
丁
は
、「
先
建
設
、
後
統
一
」
の
論
理
に
基
づ
い
て
朴

政
権
が
国
政
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。「
河
野
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
た
秘
密
折
衝
に
よ
り
、
韓
国
の
同
意
な
し

に
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
韓
国
側
は
、
南
北
の
分
断
が
固
定
化
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
の
現
状
を
追
認
し

た
。
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こ
う
し
た
中
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
折
衝
が
妥
結
に
至
る
。
一
九
六
五
年
二
月
一
七
日
か
ら
同
月
二
〇
日
ま
で
、
椎
名
外
相
が
、

後
宮
ア
ジ
ア
局
長
等
を
伴
っ
て
訪
韓
し
た
。
一
八
日
、
椎
名
は
、
李
東
元
外
務
部
長
官
と
会
談
を
行
っ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
韓

国
側
は
、「
基
本
関
係
条
約
に
つ
い
て
は
、
韓
国
側
は
大
体
に
お
い
て
満
足
し
て
い
る
。
あ
と
は
表
現
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
六
者

会
談
（
日
韓
双
方
三
名
ず
つ
の
事
務
官
に
よ
る
会
談
─
─
筆
者
注
）
で
解
決
し
う
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
実
際
に
、
六
者
会

談
で
は
、
唯
一
合
法
性
条
項
の
表
現
に
関
す
る
討
議
が
進
捗
し
た
。
日
韓
双
方
が
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
引
用
方
法
に
関
す
る

具
体
案
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
韓
国
側
が
提
出
し
た
案
は
、〝
…
…as recognized by

…
…
〟
と
〝
…
…as stipulated by

…
…
〟
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
日
本
側
は
、〝
…
…as m

eant in

…
…
〟
と
〝
…
…defined by

…
…
〟、〝
…
…as specified by

…
…
〟
の
三
つ
の
案
を
示
し
た
。
韓
国
側
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
に
お
い
て
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

強
調
し
よ
う
と
し
た
一
方
で
、
日
本
側
は
、
同
決
議
に
、
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
を
南
朝
鮮
に
限
定
す
る
表
現
が
存
在
す
る
こ
と
を
示

唆
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
六
者
会
談
の
後
、
こ
れ
ら
の
具
体
案
に
つ
い
て
、
日
韓
双
方
が
如
何
な
る
討
議
を
行
っ
た
の
か
と

い
う
点
は
史
料
上
明
ら
か
で
な
い
。
吉
澤
文
寿
に
拠
れ
ば
、
一
九
日
の
夜
に
、
椎
名
外
相
と
李
東
元
外
務
部
長
官
が
清
雲
閣
と
い
う
料

亭
で
開
い
た
会
合
に
お
い
て
、〝
…
…as specified
…
…
〟
と
い
う
文
案
を
韓
国
側
が
受
け
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

結
局
、「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、
日
韓
基
本
条
約
）
の
案
は
、
二
月
二
〇
日
、
ソ
ウ
ル

に
お
い
て
、
後
宮
ア
ジ
ア
局
長
と
延
河
魯
・
韓
国
外
務
部
亜
州
局
長
の
間
に
お
い
て
両
国
外
相
立
合
の
下
で
仮
調
印
さ
れ
た
。
成
案
の

第
三
項
で
は
、
韓
国
政
府
が
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

　

A
rticle III  It is confirm

ed that the Governm
ent of the Republic of K

orea is the only law
ful Governm

ent in 

K
orea as specified in the Resolution 195 (III) of the U

nited N
ations General A

ssem
bly

［
大
韓
民
国
政
府
は
、
国
際

（
176
）

（
177
）

（
178
）

（
179
）

（
180
）

（阪大法学）73（1-14）　 14 〔2023. 5 〕



日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

連
合
総
会
決
議
第
一
九
五
号
（
Ⅲ
）
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
の
朝
鮮
に
あ
る
唯
一
の
合
法
的
な
政
府
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
］.

　

こ
の
よ
う
に
、
日
韓
基
本
条
約
の
成
案
で
は
、
唯
一
合
法
性
条
項
に
お
い
て
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
が
引
用
さ
れ
た
。「
相
互
黙

認
」
案
が
同
条
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
国
側
は
、
基
本
条
約
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
直
前
に
、「〝only law

ful 

governm
ent

〟
の
字
句
も
国
連
の
決
議
を
引
用
し
て
し
ま
え
ば
（
管
轄
権
の
規
定
と
し
て
─
─
筆
者
注
）
本
当
は
意
味
が
な
い
」
こ

と
を
認
め
た
。

　

基
本
条
約
の
仮
調
印
が
実
現
し
た
後
、
大
平
・
金
合
意
に
基
づ
く
取
極
を
締
結
す
る
た
め
に
、
日
韓
は
請
求
権
交
渉
を
再
び
本
格
化

さ
せ
た
。
三
月
二
〇
日
の
事
務
レ
ベ
ル
会
合
で
は
、
現
状
に
お
け
る
一
致
点
と
不
一
致
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
請

求
権
問
題
に
関
す
る
日
韓
双
方
の
立
場
」
と
い
う
題
名
の
ペ
ー
パ
ー
を
日
本
側
が
提
出
し
た
。
一
方
で
、
二
二
日
の
会
合
に
お
い
て
、

韓
国
側
は
、「
請
求
権
問
題
に
関
す
る
韓
国
側
の
立
場
」
と
い
う
文
書
を
日
本
側
に
提
示
し
た
。
双
方
の
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
日
本
に
よ

る
対
韓
経
済
協
力
の
供
与
に
伴
い
解
決
さ
れ
る
請
求
権
問
題
は
、
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
日
韓
は
、

請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
も
「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
処
理
す
る
と
い
う
方
針
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
政
府
内
部
で
は
、
韓
国
の
請
求
権
の
対
象
地
域
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
噴
出
し
た
。
四
月
六
日
に
、
大
蔵
省
が
、「
日
韓
請
求
権
及
び
経
済
協
力
に
関
す
る
問
題
処
理
の
今
後
の
取
り
進
め
方
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
文
書
を
外
務
省
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
大
蔵
省
は
、
今
後
、
請
求
権
問
題
で
処
理
を
要
す

る
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
以
下
の
課
題
を
提
示
し
た
。

（
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請
求
権
問
題
処
理
の
前
提
と
な
る
基
本
的
諸
問
題
（
韓
国
の
管
轄
区
域
、
朝
鮮
総
督
府
の
地
位
と
韓
国
の
関
係
等
）
に
つ
い
て
両

国
間
に
明
確
な
調
整
を
図
る
こ
と
。（
個
別
的
権
利
義
務
関
係
を
処
理
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
基

本
関
係
協
定
に
お
い
て
明
ら
か
と
す
る
べ
き
事
項
で
あ
る
。）

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、
基
本
条
約
へ
の
「
相
互
黙
認
」
案
の
適
用
に
大
蔵
省
が
不
満
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
条

約
に
お
い
て
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
範
囲
を
明
示
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
以
上
、
請
求
権
取
極
に
お
い
て
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
大
蔵
省
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
四
月
二
〇
日
の
請
求
権
お
よ
び
経
済
協
力
委
員
会
第
一
回
会
合
に
お

い
て
、
佐
竹
浩
理
財
局
長
は
、「
基
本
条
約
で
は
ふ
わ
っ
と
規
定
し
た
北
鮮
の
問
題
も
こ
こ
で
は
も
っ
と
き
ち
っ
と
規
定
す
る
必
要
が

起
き
て
く
る
」
と
述
べ
た
。
大
蔵
省
は
、
半
島
北
半
部
に
関
す
る
請
求
権
に
つ
い
て
韓
国
が
日
本
に
補
償
を
要
求
す
る
余
地
を
な
く
す

べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
省
と
同
様
の
見
解
は
、
郵
政
省
も
外
務
省
に
伝
え
た
。

　

し
か
し
、
外
務
省
は
、「
相
互
黙
認
」
案
を
堅
持
し
た
。
請
求
権
交
渉
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
る
中
、
外
務
省
条
約
局
は
、
平
和
条

約
第
四
条
（
ａ
）
と
、
大
平
・
金
合
意
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
る
べ
き
日
韓
請
求
権
取
極
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
条
約
局
が

着
目
し
た
の
は
、
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
に
お
い
て
、
日
韓
間
の
特
別
取
極
は
、
日
韓
の
財
産
及
び
請
求
権
そ
の
も
の
を
処
理
の
対

象
と
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
平
・
金
合
意
に
基
づ
く
協
定
が
、
第
四
条
（
ａ
）
の
特
別
取
極
で
あ
る

と
認
め
た
場
合
、
日
本
に
よ
る
対
韓
経
済
協
力
と
韓
国
の
対
日
請
求
権
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
国
会
で
追
及
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
す
る
条
約
局
の
懸
念
は
、
三
月
一
一
日
か
ら
東
京
で
開
始
さ
れ
て
い
た
日
韓
外
相
会
談
で
椎
名
外
相
が
提
出
し
た
合
意

事
項
の
日
本
側
試
案
に
反
映
さ
れ
た
。
日
本
側
試
案
の
第
五
項
目
で
は
、
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
が
、「
桑
港
平
和
条
約
第
四
条
に
規

（
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

定
す
る
も
の
を
含
め
て
完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
桑
港
平
和
条
約
第
四
条

に
規
定
す
る
も
の
を
」
の
後
に
「
含
め
て
」
と
い
う
語
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
務
省
は
、
日
韓
請
求
権
取
極
が
、
平
和
条
約
第

四
条
（
ａ
）
で
予
定
さ
れ
て
い
る
特
別
取
極
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
日
本
側
試
案
の
第
五
項
は
韓
国
側
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
一
九
六
五
年
四
月
三
日
に
仮
調
印
さ
れ
た
合
意
事
項
に
お
い
て
、
平
和
条
約
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の
を
「
含
め
て
」
日
韓
請

求
権
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

合
意
事
項
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
実
現
し
た
後
、
条
約
局
は
、
内
閣
法
制
局
等
と
討
議
を
行
い
つ
つ
、
日
韓
請
求
権
取
極
の
日
本
側
案
文

を
作
成
し
た
。
案
文
の
作
成
に
際
し
て
、
条
約
局
は
、
連
合
国
の
領
域
に
残
さ
れ
た
日
本
財
産
の
処
理
に
つ
い
て
規
定
し
た
平
和
条
約

第
一
四
条
二
（
Ⅰ
）
に
着
目
し
た
。
第
一
四
条
二
（
Ⅰ
）
で
は
、
連
合
国
の
「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
財
産
が
同
項
の
対
象
で
あ
る
と
定

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
を
、
日
本
側
案
文
に
条
約
局
は
盛
り
込
ん
だ
。
条
約
局
は
、
請
求

権
取
極
の
対
象
が
、
日
韓
両
政
府
の
「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
も
の
だ
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
取
極
の
地
域
的
範
囲
に
つ
い
て
明

示
す
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
五
月
四
日
の
省
庁
間
会
議
で
、「
そ
れ
ぞ
れ
他
方
の
締
約
国
の
管
轄
の
下

に
あ
る
す
べ
て
の
請
求
権
」
を
放
棄
す
る
と
第
二
条
で
規
定
し
た
協
定
案
に
つ
い
て
、
松
永
信
雄
条
約
局
条
約
課
長
は
説
明
を
行
っ
た
。

こ
の
説
明
の
中
で
、
松
永
は
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
請
求
権
と
い
う
も
の
は
概
念
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
認
め
た
。「
相
互
黙
認
」
案

を
堅
持
す
る
条
約
局
は
、
解
決
さ
れ
る
請
求
権
問
題
が
「
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
」
と
規
定
す
る
代
わ
り
に
、「
管
轄
の
下
に
あ

る
」
も
の
が
取
極
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
側
は
、
五
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
請
求
権
お
よ
び
経
済
協
力
委
員
会
第
七
回
会
合
に
お
い
て
、
条
約
局
作
成
の
協
定
案
を
韓

国
側
に
提
示
し
た
。
第
二
条
の
「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
松
永
条
約
課
長
が
、「
韓
国
の
立
場
を
考
慮
し
て
、

半
島
の
北
の
部
分
に
は
韓
国
の
支
配
が
及
ん
で
い
な
い
と
い
っ
た
表
現
を
避
け
た
も
の
」
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
六
月
三
日
の
請
求
権

（
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分
科
会
第
二
回
会
合
で
は
、
韓
国
側
が
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
、「（
日
韓
両
政
府
の
─
─
筆
者
注
）
措
置
の
対
象
の

範
囲
を
限
定
し
、
か
つ
南
北
鮮
の
区
別
を
つ
け
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
と
日
本
側
を
質
し
た
。
韓
国
側
の
質
問
に
対
し
て
、

日
本
側
は
、
以
下
の
通
り
答
え
た
。

　

日
本
側
と
し
て
は
（
日
韓
両
政
府
の
措
置
の
─
─
筆
者
注
）
範
囲
の
限
定
が
主
目
的
で
あ
り
、
南
北
鮮
の
区
別
は
法
律
的
に
、
桑

港
条
約
第
一
四
条
の
表
現
に
照
ら
し
て
も
適
用
範
囲
を
示
さ
ぬ
「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
の
表
現
で
は
つ
け
に
く
い
事
情
が
あ
る
が
、

一
応
こ
の
表
現
で
適
用
範
囲
を
読
む
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
答
弁
か
ら
は
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
文
言
を
条
文
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
相
互
黙
認
」
案
に
基
づ
く
請
求
権
交

渉
の
妥
結
を
実
現
し
た
い
と
い
う
日
本
側
の
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
蔵
省
や
郵
政
省
の
異
見
に
も
関
わ
ら
ず
、
請
求
権

お
よ
び
経
済
協
力
委
員
会
に
お
い
て
日
本
側
が
示
し
た
見
解
に
は
、
外
務
省
が
堅
持
す
る
「
相
互
黙
認
」
案
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

日
本
側
協
定
案
が
韓
国
側
に
提
示
さ
れ
た
後
、
韓
国
政
府
の
内
部
で
は
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
絶
対
に
受
諾
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
登
場
し
た
。
こ
の
意
見
は
、
日
韓
請
求
権
取
極
の
対
象
地
域
は
全
朝
鮮
で
あ
る
と
い
う
韓
国
側
の
従
来
の

主
張
を
交
渉
の
妥
結
ま
で
貫
徹
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
い
て
い
た
。
六
月
一
〇
日
に
駐
日
韓
国
代
表
部
が
外
務
省
に
送
付

し
た
韓
国
側
第
二
条
案
に
は
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
文
言
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
韓
国
側
は
、
請
求
権
交
渉
の
最
終
盤
に
お
い
て
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
受
け
入
れ
た
。
六
月
一
七
日
、

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
実
務
者
間
の
協
議
で
第
二
条
の
修
正
案
を
韓
国
側
は
日
本
側
に
提
示
し
た
。
こ
の
修
正
案
で
は
、「
他
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方
の
締
約
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
」
財
産
、
権
利
及
び
利
益
に
つ
い
て
日
韓
が
夫
々
処
理
を
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
韓
国
政
府
は
、

内
部
に
反
対
意
見
を
抱
え
な
が
ら
も
、「
日
韓
基
本
条
約
の
精
神
」
に
従
う
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　

六
月
二
二
日
、
日
韓
基
本
条
約
と
と
も
に
、
附
属
協
定
で
あ
る
「
財
産
及
び
請
求
権
に
関
す
る
問
題
の
解
決
並
び
に
経
済
協
力
に
関

す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
」（
以
下
、
日
韓
請
求
権
協
定
）
が
、
両
国
の
外
相
・
主
席
代
表
の
間
で
調
印
さ
れ
た
。
同

協
定
の
第
二
条
第
三
項
で
は
、
日
韓
の
請
求
権
の
消
滅
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
に
定
め
ら
れ
た
。

　

二
の
規
定
（
第
二
条
の
例
外
事
項
を
列
記
し
た
同
条
第
二
項
の
規
定
─
─
筆
者
注
）
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
方
の
締
約

国
及
び
そ
の
国
民
の
財
産
、
権
利
及
び
利
益
で
あ
つ
て
こ
の
協
定
の
署
名
の
日
に
他
方
の
締
約
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
も
の
に
対
す

る
措
置
並
び
に
一
方
の
締
約
国
及
び
そ
の
国
民
の
他
方
の
締
約
国
及
び
そ
の
国
民
に
対
す
る
す
べ
て
の
請
求
権
で
あ
つ
て
同
日
以
前

に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
く
も
の
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
主
張
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
韓
請
求
権
協
定
第
二
条
に
は
、「
管
轄
の
下
に
あ
る
」
と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
請
求
権
問
題
も
、
基
本

関
係
問
題
と
同
様
に
「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
が
日
韓
間
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
日
韓
基
本
条
約
と
そ
の
附
属
協
定
の
批
准
を
め
ぐ
る
審
議
が
日
韓
両
国
の
国
会
で
開
始
さ
れ
た
。
七
月
三
一
日
、
韓
国
国

会
で
は
、
日
韓
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
討
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
韓
日
間
条
約
と
諸
協
定
批
准
動
議
案
審
査
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
一
方
で
、
日
本
で
は
、
一
〇
月
五
日
に
、
同
条
約
の
承
認
を
主
な
議
題
と
す
る
第
五
〇
回
臨
時
国
会
が
召
集
さ

れ
た
。

　

批
准
国
会
に
お
い
て
、
韓
国
政
府
は
、
基
本
条
約
に
よ
り
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
日
本
が
政
府
間
関
係
を
構
築
す
る
可
能
性
が
消
滅
し
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た
と
説
明
し
た
。
実
際
に
、「
韓
日
間
条
約
と
諸
協
定
批
准
同
意
案
審
査
特
別
委
員
会
」
で
、
李
東
元
外
務
部
長
官
は
、
基
本
条
約
第

三
条
に
つ
い
て
答
弁
を
行
っ
た
。
こ
の
答
弁
に
お
い
て
、
李
は
、
第
三
条
で
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法
性
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
条
項
に
よ
り
、「
将
来
日
本
国
が
北
傀
（
北
朝
鮮
を
示
す
語
─
─
筆
者
注
）
と
正
常
な
外

交
関
係
ま
た
は
領
事
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
封
鎖
」
し
た
と
い
う
認
識
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
李
の
答
弁
に
対
し
て
、

野
党
は
、
第
三
条
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た
国
連
決
議
195
（
Ⅲ
）
が
、
三
八
度
線
以
北
ま
で
韓
国
政
府
の
支
配
が
及
ぶ
こ
と
を
明
示
し
て

い
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
反
駁
し
た
も
の
の
、
政
府
・
与
党
に
よ
り
批
准
は
強
行
さ
れ
た
。
八
月
一
一
日
、「
韓
日
間
条
約
と
諸

協
定
批
准
同
意
案
審
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
与
党
議
員
の
賛
成
多
数
に
よ
り
批
准
動
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
同
月
一
四
日
に
は
、

与
党
単
独
で
開
か
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、
出
席
議
員
一
二
一
人
の
う
ち
、
賛
成
一
二
〇
、
棄
権
一
で
批
准
書
が
可
決
さ
れ
た
。
請
求

権
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
六
年
八
月
八
日
の
外
務
委
員
会
で
、
李
垌
鎬
法
務
部
次
官
が
、
現
在
韓
国
政
府
の
支
配
下
に
な
い
半
島

北
半
部
の
請
求
権
を
「
法
と
し
て
深
刻
に
考
え
る
必
要
が
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
で
、
日
本
政
府
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
を
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
と
い
う
立
場
か
ら
批
准
国
会
で
答
弁
を
行
っ
た
。
参
議

院
本
会
議
に
お
い
て
、
椎
名
外
相
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
で
認
め
ら
れ
た
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
が
、
国
連
臨
時

朝
鮮
委
員
会
に
よ
り
視
察
さ
れ
た
三
八
度
線
以
南
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
披
瀝
し
た
。
こ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
基
本
条
約
第
三
条
に

お
い
て
も
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
及
ぶ
範
囲
は
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
た
と
椎
名
は
主
張
し
た
。
そ
の
上
で
、
佐
藤
首
相
が
、「
北
鮮

と
の
関
係
は
、
今
回
の
条
約
で
は
全
然
触
れ
て
お
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
白
紙
の
状
態
だ
」
と
述
べ
た
。
日
本
政
府
は
、
半
島
北
半
部
の

請
求
権
の
処
理
等
を
議
題
と
し
て
北
朝
鮮
と
の
国
交
交
渉
を
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

　

批
准
国
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、
社
会
党
は
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
日
韓
両
政
府
の
主
張
が
異
な
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
衆
議
院
で

は
、
一
〇
月
二
六
日
か
ら
、「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
条
約
及
び
協
定
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
以
下
、
衆
議
院
特
別
委
員
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会
）
が
開
会
さ
れ
た
。
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
、
横
路
節
雄
・
社
会
党
国
対
委
員
長
は
、
李
東
元
の
発
言
を
引
用
し
て
、
韓
国
側
が
、

基
本
条
約
第
三
条
に
よ
り
、
日
朝
交
渉
の
可
能
性
を
封
鎖
し
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
横
路
は
、
将
来
如

何
な
る
外
交
関
係
も
北
朝
鮮
と
の
間
で
構
築
し
得
な
い
こ
と
を
第
三
条
で
承
認
し
た
か
否
か
と
い
う
点
を
政
府
側
に
質
し
た
。
横
路
の

質
問
に
対
し
て
、
椎
名
外
相
は
、「
こ
の
条
約
（
日
韓
基
本
条
約
─
─
筆
者
注
）
の
締
結
に
よ
っ
て
北
と
の
関
係
が
断
た
れ
た
と
い
う

解
釈
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
こ
の
発
言
を
受
け
て
、
横
路
は
、「
李
東
元
外
務
部
長
官
の
答
弁
は
間
違
い
で
す
ね
」
と

述
べ
て
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
韓
国
側
の
解
釈
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
を
椎
名
に
求
め
た
。

　

し
か
し
、
政
府
・
自
民
党
は
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
日
韓
の
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
議
論
が
本
格
化
す
る
こ
と
を
回
避
し
つ
つ
、
条

約
の
批
准
を
強
行
し
た
。
横
路
の
追
及
に
対
し
て
、
椎
名
は
、「
私
は
第
三
条
の
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
」
と
述

べ
た
だ
け
で
、
韓
国
側
の
解
釈
に
つ
い
て
見
解
を
示
す
こ
と
を
控
え
た
の
で
あ
る
。
日
朝
交
渉
に
関
す
る
韓
国
側
の
主
張
に
つ
い
て
具

体
的
な
立
場
の
表
明
を
政
府
が
回
避
す
る
中
、
日
韓
条
約
関
係
の
案
件
は
、
一
一
月
六
日
に
、
自
民
党
に
よ
る
強
行
採
決
で
衆
議
院
特

別
委
員
会
を
通
過
し
た
。
一
二
日
に
は
、
社
会
党
が
議
事
引
き
延
ば
し
を
図
る
中
、
自
民
党
親
韓
派
の
船
田
中
議
長
に
よ
る
発
議
と
い

う
異
例
の
形
式
で
、
日
韓
条
約
案
件
が
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。
参
議
院
本
会
議
で
は
、
社
会
党
等
の
左
派
系
野
党
が

欠
席
す
る
中
で
、
投
票
者
全
員
の
賛
成
に
よ
り
日
韓
条
約
案
件
が
一
二
月
一
一
日
に
承
認
さ
れ
た
。
日
本
政
府
・
自
民
党
は
、
条
約
が

批
准
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
も
「
相
互
黙
認
」
案
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

批
准
書
の
交
換
式
は
、
一
二
月
一
八
日
に
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
日
韓
基
本
条
約
は
、
附
属
協
定
と
と
も
に
発
効
し

た
。
日
朝
交
渉
に
関
す
る
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
、
同
交
渉
を
日
本
が
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
管
轄
権
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
た
。
こ
の
分
析
を

通
じ
て
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
日
韓
の
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
こ
と
に
伴
い
、
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
日
朝
交
渉

を
日
本
が
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
先
建
設
・
後
統
一
」
の
国
政
運
営
を
目
指
す
張
勉
・
朴
正
煕
政
権
と
池
田
政
権
と
の
間
で
行
わ
れ
た
第
五
次
・
第
六
次
国
交
正
常

化
交
渉
で
は
、
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
り
両
国
は
激
し
く
対
立
し
た
。
短
時
日
に
実
現
す
る
こ
と
は
諦
め
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
統
一
を
政
治
的
目
標
で
あ
る
と
定
め
て
い
た
韓
国
側
は
、
自
ら
の
請
求
権
の
対
象
地
域
が
全
朝
鮮
に
及
ぶ
と
主
張
し
た
。
一

方
で
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
日
本
側
は
、
韓
国
の
請
求
権
の
対
象
が
南
朝
鮮

に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
韓
間
の
懸
隔
は
、
小
坂
外
相
と
崔
外
務
部
長
官
の
政
治
折
衝
に
お
い
て
、
国

連
総
会
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立
へ
と
発
展
し
た
。

　

管
轄
権
問
題
に
関
す
る
両
国
の
懸
隔
が
露
呈
す
る
中
、
同
問
題
に
お
け
る
原
則
的
立
場
を
相
互
に
黙
認
す
る
と
い
う
案
が
浮
上
し
た
。

共
同
宣
言
方
式
と
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
国
交
正
常
化
を
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と
を
外
務
省
が
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
外
務
省
の
方

案
は
大
平
外
相
に
承
認
さ
れ
て
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
「
大
平
構
想
」
と
称
さ
れ
た
。「
大
平
構
想
」
は
、
日
韓
国
交
正
常

化
後
に
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
と
い
う
同
省
の
方
針
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

韓
国
側
は
、「
大
平
構
想
」
に
、
外
務
省
の
対
北
朝
鮮
外
交
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
て
激
し
く
反
発
し
た
。
結
局
、

池
田
は
、「
大
平
構
想
」
へ
の
裁
断
を
留
保
し
て
、
経
済
協
力
方
式
の
み
を
裁
可
し
た
。
日
本
側
は
、
請
求
権
交
渉
で
「
相
互
黙
認
」

案
に
つ
い
て
合
意
を
成
し
た
後
、
基
本
関
係
を
処
理
す
る
と
い
う
管
轄
権
問
題
の
段
階
的
な
解
決
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
中
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
韓
国
側
は
、
米
国
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
局

面
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
米
国
は
、
管
轄
権
問
題
に
介
入
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
米
国
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
中
、
外
国
資
本
の
導
入
を
急
ぐ
韓
国
側
は
、
両
国
の
原
則
的
立
場
の
「
相
互
黙
認
」
を
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
実
現
す
る
と
い

う
日
本
側
案
を
受
け
入
れ
た
。
日
韓
間
で
、
日
本
に
よ
る
対
韓
経
済
援
助
の
供
与
に
伴
い
、「
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
請
求
権
問

題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
り
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立

を
「
相
互
黙
認
」
案
で
止
揚
す
る
こ
と
が
両
国
間
の
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
韓
国
側
は
、
依
然
と
し
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
基
本
条
約
に
「
相
互
黙
認
」
案
を
適
用
す
る
方
法
と
し
て
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
引
用
が
日
韓
間
で
検
討
さ
れ
る
中
、

韓
国
側
は
、「
河
野
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
た
裏
交
渉
を
展
開
し
た
。
裏
交
渉
で
、
韓
国
側
は
、
日
朝
交
渉
を
日
本
が
行
わ
な
い
と
い
う
条

項
を
基
本
条
約
に
設
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

外
務
省
は
、
基
本
条
約
に
明
記
す
る
こ
と
を
峻
拒
し
つ
つ
、
文
書
で
は
な
い
形
で
、
日
朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
韓
国
側
に
保
証
す
る

こ
と
を
認
め
た
。
外
務
省
は
、
日
朝
交
渉
を
考
慮
し
な
い
と
言
明
す
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
基
本
条
約
で
国
連
決
議
を
引
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
韓
国
側
の
同
意
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
務
省
は
、
日
朝
交
渉
の
阻
止
に
韓
国
政
府
が
固
執
す
る
中
で
、

日
朝
関
係
よ
り
も
日
韓
関
係
を
優
先
す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
同
政
府
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
行
う
余
地

を
残
そ
う
と
し
た
。

　

外
務
省
の
回
答
は
、「
河
野
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
韓
国
側
に
伝
え
ら
れ
た
。
日
朝
交
渉
を
行
う
意
思
が
日
本
側
に
な
い
こ
と
を
保
証

さ
れ
た
韓
国
側
は
、
基
本
条
約
に
お
い
て
国
連
決
議
を
引
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
こ
に
至
り
、
日
朝
交
渉
の
阻
止
を
目
指
す
韓
国

と
の
間
で
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
る
国
交
正
常
化
を
日
本
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
際
に
不
可
避
的
に
生
じ
る
了
解
が
黙
示
的
な
が
ら
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も
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
朝
交
渉
を
行
わ
な
い
と
日
本
が
韓
国
に
保
障
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
了
解
が
成
立
し
た
後
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
日
韓
間
の
折

衝
は
公
式
の
ル
ー
ト
で
急
速
に
進
展
し
た
。
一
九
六
五
年
二
月
二
〇
日
に
は
、
唯
一
合
法
性
条
項
に
お
い
て
国
連
決
議
を
引
用
し
た
日

韓
基
本
条
約
案
が
仮
調
印
さ
れ
た
。「
相
互
黙
認
」
案
は
基
本
条
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
基
本
関
係
問
題
と
同

様
に
請
求
権
問
題
も
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
が
日
韓
間
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
政
府
・
自
民
党

は
、
国
会
で
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
日
韓
の
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
議
論
が
本
格
化
す
る
こ
と
を
回
避
し
つ
つ
、
批
准
を
強
行
し
た
。

批
准
書
の
交
換
式
は
一
二
月
一
八
日
に
ソ
ウ
ル
で
実
現
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
韓
基
本
条
約
は
、
附
属
協
定
と
と
も
に
発
効
し
た
。
日

朝
交
渉
に
関
す
る
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
、
同
交
渉
を
日
本
が
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

日
朝
交
渉
に
関
す
る
韓
国
政
府
の
外
交
方
針
の
転
換
は
、
冷
戦
の
終
結
直
前
に
実
現
し
た
。
先
述
の
通
り
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
了

解
が
黙
示
的
な
が
ら
も
成
立
し
た
後
の
一
九
六
五
年
二
月
に
行
わ
れ
た
日
韓
首
脳
間
の
討
議
の
席
上
に
お
い
て
、
韓
国
政
府
は
、
北
朝

鮮
政
府
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
事
実
上
認
め
た
。
一
九
七
三
年
六
月
に
は
、
朴
正
煕
大
統
領
が
、
国
連
へ
の
南
北
同
時
加
盟
に
反
対

し
な
い
こ
と
等
を
旨
と
す
る
「
平
和
統
一
外
交
政
策
に
関
す
る
特
別
声
明
」
を
発
表
し
て
、
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を
公
式
に
是
認
し
た
。

そ
の
後
、
韓
国
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
北
朝
鮮
が
優
勢
で
あ
っ
た
南
北
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
が
逆
転
す

る
。
木
宮
正
史
に
拠
る
と
、
一
九
八
八
年
に
は
、
韓
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
北
朝
鮮
の
約
六
倍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
優

位
性
を
背
景
と
し
て
、
盧
泰
愚
・
韓
国
大
統
領
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
書
記
長
に
就
任
し
た
後
東
西
間
の
対
立
構
造
が
溶
解
す
る

中
、「
民
族
自
尊
と
統
一
繁
栄
の
た
め
の
大
統
領
特
別
宣
言
」
を
一
九
八
八
年
七
月
に
発
表
し
た
。
こ
の
宣
言
に
お
い
て
、
韓
国
政
府

は
、
南
北
対
決
外
交
を
終
結
し
、
日
米
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
に
協
力
す
る
と
い
う
方
針
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
国
交
正
常
化
交
渉
を
開
始
し
た
。
一
九
九
〇
年

（
217
）

（
218
）

（
219
）
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九
月
、
自
民
党
・
社
会
党
・
朝
鮮
労
働
党
の
三
党
共
同
宣
言
が
調
印
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
一
月
に
は
、
日
本
政
府
は
、
中
平
立
・
前

マ
レ
ー
シ
ア
大
使
を
団
長
と
す
る
代
表
団
を
平
壌
に
派
遣
し
て
北
朝
鮮
と
の
間
で
国
交
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
参
議
院
外

務
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会
党
の
田
英
夫
議
員
が
、
日
韓
基
本
条
約
第
三
条
と
日
朝
交
渉
の
関
係
性
を
政
府
側
に
質
し
た
。
田
の
質
問

に
対
し
て
、
柳
井
俊
二
外
務
省
条
約
局
長
は
、「（
基
本
条
約
第
三
条
で
は
─
─
筆
者
注
）
国
連
総
会
決
議
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る

と
お
り
の
朝
鮮
に
あ
る
唯
一
の
合
法
的
な
政
府
と
い
う
認
識
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
結
論
的
に
は
、
北
半
分
に
つ
き
ま

し
て
は
白
紙
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
日
本
政
府
は
、
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地

が
日
韓
基
本
条
約
に
お
い
て
残
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を
改
め
て
披
瀝
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
の
開
始
は
、「
相
互
黙
認
」
案
に
反
映
さ
れ
た
日
本
の
対
北
朝
鮮
外
交
方
針

が
実
現
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
分
断
の
固
定
化
以
後
、
日
本
は
、
日
韓
関
係
を
優
先
す
る
と
い
う
原
則
の
下

で
、
将
来
的
な
日
朝
交
渉
の
開
始
を
展
望
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
相
互
黙
認
」
案
に
基
づ
く
日
韓
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
に
関
す
る
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
同
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
し
た
。
実
際
に
、

「
民
族
自
尊
と
統
一
繁
栄
の
た
め
の
大
統
領
特
別
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
日
本
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
交
交
渉
を
開
始
し
た
。
日
本

に
と
っ
て
、
日
韓
交
渉
と
日
朝
交
渉
は
、「
相
互
黙
認
」
案
を
媒
介
と
し
て
連
続
す
る
歴
史
的
事
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
二
〇
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
一
。
韓
国
側
試

案
の
表
現
は
、
日
華
平
和
条
約
に
お
け
る
適
用
範
囲
規
定
を
念
頭
に
措
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
華
平
和
条
約
で
は
、
交
換
公
文

に
お
い
て
、「
こ
の
条
約
の
条
項
が
、
中
華
民
国
に
関
し
て
は
、
中
華
民
国
政
府
の
支
配
下
に
あ
り
、
又
は
今
後
入
る
す
べ
て
の
領
域
に
適
用

が
あ
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
同
意
さ
れ
た
議
事
録
」
で
は
、
日
華
両
側
の
代
表
の
問
答
が
以
下
の
通
り
に
記
さ
れ
た
。

（
220
）

（
221
）

（
118
）
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中
華
民
国
代
表
「
私
は
、
本
日
交
換
さ
れ
た
書
簡
の
『
又
は
今
後
入
る
』
と
い
う
表
現
は
、『
及
び
今
後
入
る
』
と
い
う
意
味
に
と
る
こ

と
が
で
き
る
と
了
解
す
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
か
」

　

日
本
国
代
表
「
然
り
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
条
約
が
中
華
民
国
政
府
の
支
配
下
に
あ
る
す
べ
て
の
領
域
に
適
用
が
あ
る
こ
と

を
確
言
す
る
」

こ
の
よ
う
な
日
華
平
和
条
約
の
適
用
範
囲
規
定
に
つ
い
て
、
浅
田
正
彦
が
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
浅
田
は
、
交
換
公
文
の
「
又
は
」

と
い
う
文
言
が
、
国
府
の
支
配
下
に
あ
る
地
域
と
、
今
後
同
政
府
の
支
配
下
に
入
る
地
域
の
二
者
択
一
を
意
味
し
な
い
「and / or

」
に
相
当

す
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
（
浅
田
正
彦
（
二
〇
一
五
）『
日
中
戦
後
賠
償
と
国
際
法
』
東
信
堂
、
六
六
〜
七
八
頁
）。
つ
ま
り
、
浅
田
の
解
釈

に
拠
れ
ば
、
日
華
平
和
条
約
で
は
、
国
府
が
大
陸
部
を
回
復
し
た
場
合
に
、
大
陸
と
台
湾
を
含
む
全
中
国
に
同
条
約
が
適
用
さ
れ
る
余
地
が
残

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
府
の
中
国
統
一
に
よ
り
日
華
平
和
条
約
が
全
中
国
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
が
、
中
華
民
国
政
府
を
中
国

の
正
統
政
府
で
あ
る
と
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
華
平
和
条
約
の
適
用
範
囲
規
定
と
類
似
の
表
現
を
用
い
た
韓
国
側
試
案
の
意
図
も
、
大

韓
民
国
政
府
が
朝
鮮
の
正
統
政
府
で
あ
る
と
日
本
側
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
側
は
、
韓
国
政
府
の
領
土
を
日
華
平
和
条
約
方
式
に
よ
り
規
定
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
外
務
省
条
約
局
は
、
日
韓

取
極
で
は
、
日
華
平
和
条
約
の
場
合
と
異
な
り
、
大
韓
民
国
政
府
を
朝
鮮
の
正
統
政
府
で
あ
る
と
認
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
（
条
約
局
法
規
課
「
日
韓
協
定
案
文
の
若
干
の
問
題
点
（
討
議
用
資
料
）」
一
九
六
三
年
一
月
九
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
八

三
）。北

東
ア
ジ
ア
課
「
大
平
大
臣
・
金
鐘
泌
党
議
長
会
見
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
、
一
九
六
四
年
三
月
二
三
日
、
文
書
番
号
一
八
三
一
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
基
本
関
係
問
題
（
日
韓
会
談
）」
一
九
六
四
年
四
月
一
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
四
七
。
条
約
局
法
規
課

「
日
韓
基
本
関
係
問
題
の
処
理
方
針
（
案
）」
一
九
六
四
年
四
月
一
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
四
七
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
会

談
基
本
関
係
問
題
」
一
九
六
四
年
四
月
一
五
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
四
七
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
会
談
基
本
関
係
問
題
」
一
九

六
四
年
四
月
二
〇
日
、
文
書
番
号
一
八
四
七
。

前
掲
「
日
韓
会
談
基
本
関
係
問
題
」
一
九
六
四
年
四
月
一
五
日
、
外
務
省
文
書
。

前
掲
「
日
韓
会
談
基
本
関
係
問
題
」
一
九
六
四
年
四
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
。
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「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
共
同
宣
言
（
案
）」
一
九
六
四
年
四
月
一
八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
四
八
。

三
角
地
帯
と
は
、
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
ラ
イ
ン
と
三
八
度
線
に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の
二
つ
の
地
域
を
意
味
す
る
。
西
の
三
角
地
帯
は
、
朝
鮮

戦
争
勃
発
以
前
、
韓
国
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
も
の
の
、
休
戦
後
は
北
朝
鮮
が
支
配
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
一
方
で
、
東
の
三
角
地
帯
は
、
朝

鮮
戦
争
勃
発
以
前
、
北
朝
鮮
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
も
の
の
、
休
戦
後
は
韓
国
が
支
配
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
・
北
朝
鮮
が
成

立
し
た
時
の
事
実
上
の
国
境
線
で
あ
っ
た
三
八
度
線
と
、
朝
鮮
戦
争
以
後
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
休
戦
ラ
イ
ン
に
は
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
条
約
局
は
、「
北
の
部
分
」
と
い
う
抽
象
的
な
文
言
を
用
い
て
、
一
九
六
四
年
当
時
北
朝
鮮
の
支
配
下
に
あ
る
地
域

を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
「
日
韓
会
談
基
本
関
係
問
題
」
一
九
六
四
年
四
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
。

吉
澤
前
掲
『
戦
後
日
韓
関
係
─
─
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
』
二
五
三
〜
二
六
一
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
再
開
第
六
次
日
韓
全
面
会
談
に
お
け
る
基
本
関
係
委
員
会
第
一
回
会
合
」
一
九
六
四
年
四
月
二
七
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
四
四
八
。

李
鍾
元
前
掲
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
─
─
一
九
六
〇
～
六
五
年
」
二
八
九
〜
二
九
四
頁
。

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
一
〇
日　

夕
刊
一
面
「
佐
藤
内
閣
誕
生
─
─
佐
藤
首
相
、
初
の
記
者
会
見
で
所
信
を
語
る
」。

椎
名
大
臣
発
在
米
武
内
大
使
宛
電
報
（
第
二
〇
七
〇
号
）「
日
韓
会
談
再
開
問
題
等
に
関
す
る
対
韓
折
衝
（
通
報
）」
一
九
六
四
年
一
一
月

二
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
六
八
八
。

前
掲
「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録　
第
三
編　
交
渉
史
資
料
二　

日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
政
府
代
表
の
任
免
お
よ
び
日
韓
代
表
団
の

構
成
（
未
定
稿
）」
外
務
省
文
書
。

同
前
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
一
回
会
合
」
一
九
六
四
年
一
二
月
八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

四
五
。동

북
아
주
과
［
東
北
ア
ジ
ア
課
］「
七
차 

한
일
회
담 

기
본
관
계 

위
원
회 
二
차 

회
의
록
［
第
七
次
韓
日
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
二
回
会

議
録
］」
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
、
韓
国
外
交
文
書
、『
제
七
차 

한
일
회
담
［
第
七
次
韓
日
会
談
］、
기
본
관
계
위
원
회 

회
의
록 

및 

훈
령
［
基
本
関
係
委
員
会
会
議
録
及
び
訓
令
］、
一
九
六
四
．
一
二

六
五
．
二
』、
登
録
番
号
一
四
五
五
。
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北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
二
回
会
合
」
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一

三
四
五
。

同
前
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
基
本
関
係
に
関
す
る
韓
国
側
立
場
要
綱
（
案
）」
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
五
一
。

前
掲
「
日
韓
基
本
関
係
問
題
の
処
理
方
針
（
案
）」
外
務
省
文
書
。

国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
を
引
用
す
る
と
い
う
方
式
に
は
米
英
等
諸
外
国
の
先
例
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
米
国
は
、
一
九
四
九
年
一
月

九
日
付
け
の
以
下
の
政
府
声
明
に
よ
り
韓
国
承
認
の
意
思
を
示
し
た
。

　

In the light of this action by the General A
ssem

bly, and taking into account the facts set forth in the statem
ent 

issued by this Governm
ent on A

ugust 12, 1948, concerning the new
 K
orean Governm

ent, the U
nited States 

Governm
ent has decided to extend full recognition to the Governm

ent of the Republic of K
orea.

［
国
際
連
合
に
よ
る
こ

の
活
動
に
照
ら
し
て
、
ま
た
、
一
九
四
八
年
八
月
一
二
日
付
の
米
国
政
府
声
明
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
諸
事
実
を
勘
案
し
た
結
果
、
米
国

は
、
大
韓
民
国
政
府
を
全
面
的
に
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
─
─

拙
訳
］（「
第
三
国
に
よ
る
朝
鮮
の
承
認
振
り
に
関
す
る
件
（
昭
和
三

五
．
三
．
一
〇
北
東
ア
ジ
ア
課
作
成
調
書
）
の
付
属
資
料
」
一
九
六
〇
年
三
月
二
三
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
八
〇
）

　

冒
頭
の
「
国
際
連
合
に
よ
る
こ
の
活
動
」
は
、
右
記
の
文
の
前
段
落
に
お
い
て
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
第
二

項
の
内
容
等
を
意
味
す
る
。
米
国
は
、
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
立

場
の
表
明
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
米
国
と
同
様
に
、
国
家
承
認
に
際
し
て
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の

対
象
地
域
に
直
截
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
た
。

　

一
方
で
、
一
九
四
九
年
一
月
一
八
日
付
け
の
韓
国
外
相
宛
の
書
簡
で
、
英
国
政
府
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
を
引
用
し
て
、「
国
連

臨
時
委
員
会
の
監
察
の
下
に
自
由
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
朝
鮮
半
島
の
部
分
を
そ
の
領
域
と
す
る
と
こ
ろ
の
独
立
主
権
国
家
」
と
し
て

韓
国
を
承
認
す
る
と
通
告
し
た
。
英
国
は
、
国
家
承
認
に
最
し
て
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う

認
識
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
。
英
国
と
同
様
に
、
国
家
承
認
に
際
し
て
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
対
象
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地
域
が
南
朝
鮮
に
限
ら
れ
る
と
い
う
立
場
を
示
し
た
（
前
掲
「
第
三
国
に
よ
る
朝
鮮
の
承
認
振
り
に
関
す
る
件
（
昭
和
三
五
．
三
．
一
〇
北

東
ア
ジ
ア
課
作
成
調
書
）
の
付
属
資
料
」
外
務
省
文
書
）。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
四
回
会
合
」
一
九
六
四
年
一
二
月
一
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一

三
四
五
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
一
九
六
五
年
一
月
二
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
二
一
四
三
。
北
東
ア
ジ
ア
課

「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）」
一
九
六
五
年
一
月
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
二
一
三
六
。

ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
（
二
〇
〇
八
）『
竹
島
密
約
』
草
思
社
、
八
三
〜
一
一
三
頁
。

同
前
、
一
四
〇
〜
一
五
二
頁
。

前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
。

鳥
海
靖
・
李
武
嘉
也
編
（
二
〇
二
二
）『
歴
代
内
閣
・
首
相
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
六
六
四
頁
。

前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
。

同
前
。
前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）」
一
九
六
五
年
一
月
六
日
、
外
務
省
文
書
。

河
野
と
同
様
に
金
鍾
珞
か
ら
「
丁
総
理
の
案
」
の
内
容
を
伝
え
ら
れ
た
宇
野
に
拠
る
と
、
基
本
関
係
問
題
に
関
す
る
同
案
の
概
要
は
以
下

の
五
項
目
に
整
理
さ
れ
る
。

一
．
形
式
は
、
共
同
宣
言
で
は
な
く
、
条
約
と
し
た
い
。

二
．
日
韓
保
護
及
び
併
合
条
約
の
無
効
を
宣
言
し
た
い
。

三
．
日
本
は
韓
国
と
の
国
交
が
存
続
中
は
北
鮮
と
正
式
の
外
交
関
係
を
も
た
な
い
旨
を
明
記
し
た
い
。

四
．
管
轄
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
八
年
の
国
連
決
議
を
尊
重
す
る
と
述
べ
る
こ
と
に
と
ど
め
て
ほ
し
い
。

五
．�

平
和
ラ
イ
ン
、
竹
島
の
帰
属
、
領
土
条
項
（
38°
線
の
問
題
）
に
は
何
ら
触
れ
な
い
で
ほ
し
い
（
前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件

（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）」
一
九
六
五
年
一
月
六
日
、
外
務
省
文
書
）。

前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
。

大
蔵
省
外
債
課
「
金
提
案
に
つ
い
て
の
河
野
国
務
相
に
対
す
る
説
明
の
模
様
に
つ
い
て
」
一
九
六
五
年
一
月
一
六
日
、
財
務
省
所
蔵
文
書
、

文
書
番
号
二
一
一
一
。
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前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
。

前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）」
外
務
省
文
書
、
一
九
六
五
年
一
月
六
日
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
立
場
（
案
）」
一
九
六
五
年
一
月
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
二
一
四
六
。

宇
野
は
、「
丁
総
理
の
案
」
の
内
容
を
後
宮
に
伝
え
た
際
、
訪
韓
し
て
一
〇
日
に
丁
総
理
と
会
談
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
（
前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）
一
九
六
五
年
一
月
六
日
、
外
務
省
文
書
）。

「
日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
立
場
」
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
八
七
。

「
別
添
一
．
口
頭
説
明
」
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
八
七
。

前
掲
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
」
外
務
省
文
書
。

宇
野
宗
佑
（
一
九
六
五
）「
日
韓
会
談
の
尖
兵
と
な
り
て
─
─
河
野
一
郎
氏
の
密
命
を
う
け
て
私
は
韓
国
に
と
ん
だ
」『
文
藝
春
秋
』
四
三

巻
一
二
号
、
一
五
三
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
非
公
式
折
衝
に
関
す
る
件
（
河
野
ラ
イ
ン
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て
）」
一
九
六
五
年
一
月
一
三
日
、
外
務
省
文

書
、
文
書
番
号
二
一
三
七
。

日
韓
会
談
・
全
面
公
開
を
求
め
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔http://w

w
w
.f8.w

x301.sm
ilestart.ne.jp/nihonkokai/nihon.htm

l

〕
最
終
ア

ク
セ
ス　

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
六
回
会
合
」
一
九
六
五
年
一
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

四
六
。北

東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
七
回
会
合
」
一
九
六
五
年
一
月
二
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

四
六
。北

東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
八
回
会
合
」
一
九
六
五
年
一
月
二
九
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

四
六
。ア

ジ
ア
局
「
当
面
の
日
韓
諸
懸
案
の
取
扱
振
り
に
関
す
る
件
」
一
九
六
五
年
二
月
九
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
二
七
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
一
一
回
会
合
」
一
九
六
五
年
二
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一

三
四
七
。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
一
二
回
会
合
」
一
九
六
五
年
二
月
一
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一

三
四
七
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
基
本
関
係
委
員
会
第
一
三
回
会
合
」
一
九
六
五
年
二
月
一
五
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番

号
一
三
四
七
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
高
杉
・
金
日
韓
会
談
主
席
代
表
第
四
回
会
合
」
一
九
六
五
年
二
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
四

二
九
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
高
杉
・
金
日
韓
会
談
主
席
代
表
第
五
回
会
合
」
一
九
六
五
年
二
月
一
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
四
二
九
。

주
일
대
사
［
駐
日
大
使
］「
라
이
샤
워
와 

가
진 

한
일
회
담
에 

관
한 

의
견 

교
환
［
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
の
韓
日
会
談
に
関
す
る
意
見
交
換
］

一
九
六
四
年
一
二
月
二
一
日
、
韓
国
外
交
文
書
、
文
書
番
号
Ｊ
Ａ
Ｗ
─
一
二
三
八
五
。

一
九
六
〇
年
代
以
前
の
北
朝
鮮
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
中
川
雅
彦
（
二
〇
〇
九
）「
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
の
国
民
所
得
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
五
〇
巻
三
号
、
二
〜
二
九
頁
。

朴
正
鎮
前
掲
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
─
─
一
九
四
五
─
一
九
六
五　

封
印
さ
れ
た
外
交
史
』
三
二
三
頁
。

朴
正
鎮
前
掲
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
─
─
一
九
四
五
─
一
九
六
五　

封
印
さ
れ
た
外
交
史
』
四
三
八
〜
四
六
八
頁
。

第
四
六
回
衆
議
院
外
務
委
員
会　

昭
和
三
九
年
六
月
三
日
。

一
九
六
四
年
七
月
の
外
務
省
と
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
、
池
田
は
、
北
朝
鮮
と
の
人
的
往
来
に
つ
い
て
、「
経
済
的
に
北
鮮
の
方
が
優
位

に
あ
る
現
在
、
日
本
と
し
て
北
鮮
に
そ
れ
ほ
ど
に
手
を
か
し
て
や
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
向
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
池
田
は
、
北
朝
鮮

の
貿
易
関
係
者
の
日
本
へ
の
入
国
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
ま
で
認
め
な
い
よ
う
外
務
省
に
指
示
し
た
。
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
の
最
後
に
、
池
田
は
、「
同
じ
く
政
経
分
離
と
い
っ
て
も
、
北
鮮
と
中
共
と
を
同
列
に
論
ず
る
要
な
く
、
北
鮮
に
つ
い
て
は
中
共
よ

り
も
よ
り
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
た
（
北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
問
題
に
関
す
る
総
理
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
の
概
要
」
一
九
六
四
年
七
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
八
四
）。

朴
正
鎮
前
掲
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
─
─
一
九
四
五
─
一
九
六
五　

封
印
さ
れ
た
外
交
史
』
四
一
四
頁
。

M
em
orandum

 of Conversation, Foreign Relations of the U
nited States, 1964–1968, Japan, volum

e X
X
IX
, part 2, 

Japan, docum
ent 41.

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
六
日　

夕
刊
一
面
「
早
期
正
常
化
で
一
致
─
─
佐
藤
首
相
、
丁
総
理
と
会
談
」。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
椎
名
外
務
大
臣
韓
国
訪
問
（
昭
和
四
〇
年
二
月
一
七
日
─
二
〇
日
）
の
際
の
討
議
記
録
」
一
九
六
五
年
二
月
二
五
日
、

外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
二
九
。

（
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）
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論　　　説

장
박
진
［
張
博
珍
］（
二
〇
〇
八
）「
한
일
회
담
에
서
의 

기
본
관
계 

조
약 

형
성
과
정
의 

분
석
─
─
제 

2
조 '

구
조
약 

무
효
조
항' 

및 

제 

3
조 '

유
일
합
법
성 

조
항'

을 

중
심
으
로
［
韓
日
会
談
に
お
け
る
基
本
条
約
形
成
過
程
の
分
析
─
─
第
二
条
『
旧
条
約
無
効
条
項
』
と
第
三
条
『
唯

一
合
法
性
条
項
』
を
中
心
と
し
て
］」『
국
제 

지
역 

연
구
［
国
際
地
域
研
究
］』
一
七
巻
二
号
、
三
一
〜
三
二
頁
。

吉
澤
前
掲
『
戦
後
日
韓
関
係
─
─
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
』、
二
三
〇
頁
。

田
中
臨
時
代
理
大
臣
発
武
内
大
使
宛
電
報
（
第
三
一
八
号
）「
日
韓
基
本
条
約
案
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
（
通
報
）」
一
九
六
五
年
二
月
二
〇
日
、

外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
六
九
六
。

前
掲
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
の
イ
ニ
シ
ア
ル
に
つ
い
て
」
外
務
省
文
書
。

外
務
省
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
」
一
九
六
五
年
六
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
三
九
一
。

前
掲
「
椎
名
外
務
大
臣
韓
国
訪
問
（
昭
和
四
〇
年
二
月
一
七
日
─
二
〇
日
）
の
際
の
討
議
記
録
」
外
務
省
文
書
。

「
請
求
権
問
題
に
関
す
る
日
韓
双
方
の
立
場
」
一
九
六
五
年
三
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
八
一
。
北
東
ア
ジ
ア
課
「
日

韓
請
求
権
問
題
に
関
す
る
事
務
レ
ベ
ル
会
合
記
録
」
一
九
六
五
年
三
月
二
〇
日
・
同
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
八
。

日
韓
間
で
解
決
さ
れ
る
請
求
権
問
題
が
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
こ
と
に
関
し
て
合
意
が
成
立
し
た
一
九
六
三
年
一
月
の
主
席
代
表
間

の
会
談
の
内
容
は
、
管
見
の
限
り
、
日
韓
双
方
の
史
料
に
お
い
て
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
会
談
を
通
じ
て
意
見
の
一
致
を
み
た
事
項
の
み

が
、
日
本
外
務
省
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
日
韓
予
備
交
渉
に
お
い
て
首
席
代
表
間
に
現
在
ま
で
に
大
綱
に
つ
き
意
見
一
致
を
み
た
請

求
権
問
題
の
解
決
方
式
」
外
務
省
文
書
）。
そ
れ
ゆ
え
、「
請
求
権
問
題
に
関
す
る
韓
国
側
の
立
場
」
が
、
日
韓
請
求
権
問
題
は
平
和
条
約
第
四

条
に
基
づ
く
と
公
式
の
会
合
で
韓
国
側
が
認
め
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
最
も
古
い
文
書
で
あ
る
と
筆
者
は
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
一
九
六
二

年
一
二
月
二
一
日
の
予
備
交
渉
第
二
〇
回
会
合
で
韓
国
側
が
提
出
し
た
ペ
ー
パ
ー
に
は
、
崔
英
澤
・
駐
日
韓
国
代
表
部
参
事
官
が
、「
平
和
条

約
第
四
条
で
南
北
明
白
」
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
と
す
る
日
本
側
の
書
き
込
み
が
存
在
す
る
（
前
掲
「
日
韓
予
備
交
渉
第
二
〇
回
会
合
記
録
」

外
務
省
文
書
）。

大
蔵
省
「
日
韓
請
求
権
及
び
経
済
協
力
に
関
す
る
問
題
処
理
の
今
後
の
取
り
進
め
方
に
つ
い
て
」
一
九
六
五
年
四
月
六
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
一
三
一
三
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
請
求
権
及
び
経
済
協
力
委
員
会
第
一
回
会
合
」
一
九
六
五
年
四
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文

書
番
号
七
九
。
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

一
九
六
五
年
四
月
、
郵
政
省
は
、
対
日
請
求
要
綱
の
八
項
目
の
う
ち
、
郵
便
貯
金
・
為
替
貯
金
等
の
処
理
に
関
す
る
要
望
書
を
外
務
省
に

提
出
し
た
。
こ
の
要
望
書
に
、
同
省
は
、「
平
和
条
約
第
四
条
と
の
関
連
に
お
い
て
、
北
鮮
の
請
求
権
が
問
題
と
な
る
の
で
、（
韓
国
の
対
日
請

求
権
の
対
象
範
囲
が
─
─
筆
者
注
）
韓
国
政
府
の
施
政
権
の
及
ぶ
地
域
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
（
郵

政
省
「
一
．
協
定
締
結
に
当
っ
て
の
要
望
事
項
」
一
九
六
五
年
四
月
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
一
三
）。

条
約
局
「
大
平
・
金
了
解
に
基
づ
く
請
求
権
問
題
解
決
と
『
特
別
取
極
』」
一
九
六
五
年
三
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

八
一
。北

東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
外
相
会
談
第
四
回
会
合
記
録
」
一
九
六
五
年
三
月
二
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
三
一
。

椎
名
悦
三
郎
外
務
大
臣
「
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
解
決
及
び
経
済
協
力
に
関
す
る
合
意
事
項
の
イ
ニ
シ
ア
ル
に
つ
い
て
」
一
九
六
五
年
四

月
三
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
八
一
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
請
求
権
及
び
経
済
協
力
委
員
会
請
求
権
分
科
会
第
一
回
会
合
」
一
九
六
五
年
六
月
二
日
、
外
務

省
文
書
、
文
書
番
号
八
一
。

岩
沢
雄
司
・
植
木
俊
哉
・
中
谷
和
弘
編
集
代
表
（
二
〇
二
一
）『
国
際
条
約
集　

二
〇
二
一
』
有
斐
閣
、
八
四
九
頁
。

「［
日
韓
請
求
権
協
定
案
（
五
月
一
日
案
）
に
つ
い
て
］」
一
九
六
五
年
五
月
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
一
四
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
会
談
請
求
権
お
よ
び
経
済
協
力
委
員
会
第
七
回
会
合
」
一
九
六
五
年
五
月
三
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書

番
号
七
九
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
請
求
権
お
よ
び
経
済
協
力
委
員
会
請
求
権
分
科
委
員
会
第
二
回
会
合
」
一
九
六
五
年
六
月
三
日
、

外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
八
一
。

「〝
청
구
권
해
결
〟
에 

관
한 

일
본 

측 

협
정
서
에 

관
한 

검
토
［『
請
求
権
解
決
』
に
関
す
る
日
本
側
協
定
書
に
関
す
る
検
討
］」
一
九
六
五
年

六
月
七
日
、
韓
国
外
交
文
書
、『
제
七
차 

한
일
회
담
［
第
七
次
韓
日
会
談
］、
청
구
권
관
계
회
의 

보
고 

및 

훈
령
［
請
求
権
関
係
会
議
報
告
及
び

訓
令
］、
一
九
六
五
、
전
三
권
［
第
三
巻
］、V

.3　

미
해
결
문
제 

토
의 
및 

조
문
화 

작
업
［
未
解
決
問
題
討
議
及
び
条
文
化
作
業
］』、 

登
録
番
号
六
八
八
七
。

「
第
二
条
（
案
）」
一
九
六
五
年
六
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
一
四
。

「
第
二
条
（
案
）」
一
九
六
五
年
六
月
一
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
一
四
。

（
187
）

（
188
）

（
189
）

（
190
）

（
191
）

（
192
）

（
193
）

（
194
）

（
195
）

（
196
）

（
197
）

（
198
）
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論　　　説

前
掲
「
第
七
次
日
韓
全
面
会
談
請
求
権
及
び
経
済
協
力
委
員
会
第
一
回
会
合
」
外
務
省
文
書
。

「
財
産
及
び
請
求
権
に
関
す
る
問
題
の
解
決
並
び
に
経
済
協
力
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
」
外
務
省
文
書
、
文
書
番

号
一
九
八
。

太
田
前
掲
『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』
二
四
六
～
二
四
七
頁
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
韓
会
談
』
一
八
七
頁
。

高
麗
大
學
校
亞
細
亞
問
題
硏
究
所
日
本
硏
究
室
編
（
一
九
九
七
）『
韓
日
関
係
資
料
集　

第
一
輯
』
先
人
文
化
社
、
二
〇
七
、
二
三
三
頁
。

吉
澤
前
掲
『
戦
後
日
韓
関
係
─
─
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
』
二
七
五
〜
二
七
七
頁
。

太
田
前
掲
『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』
二
四
七
頁
。

韓
国
第
六
代
国
会
第
五
七
回　

第
一
二
回
外
務
委
員
会　

一
九
六
六
年
八
月
八
日
。

第
五
〇
回
参
議
院
本
会
議　

昭
和
四
〇
年
一
一
月
一
九
日
。

第
五
〇
回
参
議
院
日
韓
条
約
等
特
別
委
員
会　

昭
和
四
〇
年
一
一
月
二
六
日
。

第
五
〇
回
衆
議
院
本
会
議　

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
六
日
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
韓
会
談
』
一
八
八
頁
。

第
五
〇
回
衆
議
院
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
条
約
及
び
協
定
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会　

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
。

同
前
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
韓
会
談
』
一
八
九
頁
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
五
年
一
一
月
一
二
日　

朝
刊
一
面
「
日
韓
案
件　

衆
院
を
通
過　

未
明
、
一
瞬
の
強
行
突
破
─
─
再
開
冒
頭
、
議

長
が
職
権
を
行
使
」。『
読
売
新
聞
』
一
九
六
五
年
一
一
月
一
二
日　

朝
刊
二
面
「
重
大
な
新
例
作
る　

日
韓
条
約
の
強
行
可
決
─
─
船
田
議
長

の
非
常
手
段　

解
説
」。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
五
年
一
二
月
一
一
日　

朝
刊
一
面
「
国
会
、
日
韓
条
約
案
件
承
認
お
わ
る
─
─
二
一
日
、
ソ
ウ
ル
で
批
准
書
交
換　

け
さ
参
院
で
議
決
」。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
韓
会
談
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
頁
。

倉
田
前
掲
「
韓
国
『
北
方
外
交
』
の
萌
芽
─
─
朴
正
煕
『
平
和
統
一
外
交
宣
言
』
の
諸
相
」
八
六
頁
。

（
199
）

（
200
）

（
201
）

（
202
）

（
203
）

（
204
）

（
205
）

（
206
）

（
207
）

（
208
）

（
209
）

（
210
）

（
211
）

（
212
）

（
213
）

（
214
）

（
215
）

（
216
）

（
217
）
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（二・完）

木
宮
正
史
（
二
〇
二
一
）『
日
韓
関
係
史
』
岩
波
書
店
、
八
一
頁
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
朝
交
渉
』
二
〇
〜
二
一
頁
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
朝
交
渉
』
四
二
～
四
四
頁
。

第
一
二
一
回
国
会
参
議
院
外
務
委
員
会　

平
成
三
年
九
月
五
日
。

（
218
）

（
219
）

（
220
）

（
221
）
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